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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、独自の「非水系酵素反応糖鎖合成技術」と「構造性糖鎖集積造膜技術」の融合・先進化に

より、生命現象に直結する糖鎖の構造と機能を模倣した新規糖鎖系バイオマテリアルの創出が目的で、

糖鎖の高密度表面修飾では今後の課題も残っているが、全般的に当初目標に向けて順調に研究が進んで

いる。 
充実した研究体制が構築されており、購入された設備等は有効に活用されている。投入されている経

済的・人的資源を考慮した場合、論文数は必ずしも十分とは言えないが、積極的な研究成果の公表や普

及に務めている。今後は、実用的なインパクトや画期的なブレイクスルーの可能性等を是非具現化し、

成果を社会に還元することを期待する。 

検証結果    独自のアイデアに基づく「非水系酵素触媒反応による糖鎖合成技術」と「構造性糖鎖集

積造膜技術」を組み合わせることで糖鎖集積膜という新規バイオインターフェースの作製

に成功しており、さらに、このバイオインターフェースが、スフェロイド形成能、シトク

ロムP450A1の活性化及びレクチン認識特性の向上等の生理機能を有することを明らかに

するなど、当初の研究目標を十分に達成している。また、免疫系シグナル伝達等の向上あ

るいは活性化において、免疫応答性が糖鎖集積によるバイオインターフェース上では単分

子糖鎖の場合に比べて１００倍以上増幅すること、その機能が固定化する糖鎖密度に大き

く依存することを明らかにするなど、界面に固定化された糖鎖の集積構造が生理機能の発

現に重要な役割を果たすという現象を人工的に作製したバイオインターフェースにより

実証した成果は非常に高く評価できる。また、今後、再生医療やバイオセンサー等の分野

での成果の活用への期待度も高く、期待以上の成果があった。 

A+ 

 

 


